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対照的な土地政策が採ら た。多くの国では、土地の私的所有権を弱め、所有権を国家に帰属させる政策が採用された。植民地期に白人入植者 与えられた土地所有権 期限付き賃借権などに変更され、極端な場合には没収された。ただし、依然として国 の大部分は、実質的に慣習的土地所有の下にあった。　
一方、少数の国では土地の私有化が







今日の土地問題を考えるために不可欠の作業である 土地政策を評価し、あるべき政策を検討するために、本書は様々な示唆を与え であろう。加えて土地政策史は、植民地当局を含む政策担当者がどのような観点でアフリカ人社会と向き合い、国家に取り込もうとしてきたのかを映し出す。土地問題に関心がある読者だけで く、アフリカ史全般に関心を持つ方々にも本書 手にとっていただければ嬉しい。（たけうち
　
しんいち／アジア経済研
究所
　
地域研究センター長）
